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研究課題 他者の考えの可視化による刺激で深まる学び 

副題 ～G Suite 学習環境での教師のファシリテートの在り方～ 

キーワード クラウド型の協働学習 対話  共感 改善 創造 再構築  

学校/団体 名 町田市立町田第五小学校 

所在地 〒194-0041 東京都町田市玉川学園４丁目１４−７ 

ホームページ http://www11.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=1310169 

１．研究の背景 

・社会の要請：昨年文科大臣から出された『新時代の学びを支える先端技術活用推進方策』では、

「個別最適化された学び」を実現するために、「協働学習・学び合いによる課題解決・価値創

造」の重要性が示された。また「GIGAスクール構想」では、１人１台端末や高速通信インター

ネット環境、クラウド環境の整備について言及された。 

・校内環境：２０１８年９月にChromebookを導入しG Suiteを一人一台使えるようになった。 

・G Suiteの特徴：電子黒板で共有する方法でなくても、各自のタブレットで学級全員の入力内

容しているものが確認でき、同時に編集作業ができる【クラウド型の協働学習環境】。 

・本研究の必要性：全員の考えが即時に可視化できる環境では、必要以上の教師の介入は、児童

の主体的な対話や思考を妨げるのではないかとの問題意識から教師の在り方を検証する必要

性が出てきた。 

 

２．研究の目的 

・本研究では、複数人が同時に編集可能なシートを活用できるクラウド型の協働学習環境での効

果的な指導や教師の在り方を実証を通して提案する。具体的には次の 2 つの提案を行う。 

(1) 他者の考えの可視化によって刺激を受けられるワークシートの在り方。 

(2) 効果的な教師の声かけの具体例など、友達の考えを知ることで自分の考えがもっとよくな

る、あるいは新しくなることを目指したファシリテートの在り方。 

 

３．研究の経過 今年度は、以下の内容で取り組んだ。 

時期 取り組み内容 評価のための記録 

5 月 児童実態調査、５年研究授業（理科：発芽の条件） 映像・写真・各自スタディログ 質問紙 

 ３年研究授業(音楽：お囃子) 映像・写真・各自スタディログ 

7 月 ２年研究授業（国語・スイミー：低学年活用法） 映像・写真・各自スタディログ 

8 月 成果・課題の整理、近隣校に実践・成果公開・研修 映像・写真・各自スタディログ 

9 月 ４年研究授業（総合：生活によくする提案） 

1 年研究授業（生活：写真でクイズ：1 年生活用法） 

６年研究授業（社会：江戸から明治へ） 

映像・写真・各自スタディログ 

10 月 成果・課題整理 実践の分析・まとめ 質問紙 

11 月 都内学校、研究助成指定校への公開授業(全学年) 作成：リーフレット 指導マップ集 
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４．代表的な実践 

(１)１年生でも活用できるクラウド型の協働学習環境 Chromebook を G Suite 

第１学年から、Chromebookを G Suite を活用し、自分で取った写真をスライドに貼って、キ

ーボードをうまく操作して、順番を入れ替えながらクイズ発表するなどの活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)代表的実践【A・B・C・D は、後述(４)「対話が生まれ、深まる情報活用」に対応】 

ローマ字入力や端末操作が無理なくできる３年生以上では、G Suite を活用した主体的な対話

や協働的な活動が多く見られた。本報告では第３学年以上の代表的な実践６つを紹介する。 
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５．研究の成果 

 

 

(３)協働学習環境（Chromebook：Gsuite）における対話の姿と教師のファシリテーション 

クラウド型の協働学習環境では、端末上で共有された多様な考えやアイデアを、児童が自ら選

択して共感、改善、創造、再構築を行う主体的な対話の姿が多く見られた。また本実践を通して、

それぞれの場面で対話を活性化させる効果的な教師のファシリテートも明らかになった。 
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(４)協働学習環境で対話が生まれ深まる４つの情報活用【ABCD】 

 児童の主体的な対話を生起させるクラウド型の協働学習環境。それは同時に、児童一人一人が、

共有された膨大な情報にどう向き合い、活用していくかが求められる重要な情報活用の機会で

もある。 本校では協働学習環境において児童が主体的に行う情報活用を４つの類型に整理した。

これらの情報活用や対話を通して、児童は自らの考えを広げたり深めたりすることができた。 

 

A:全員の考えから自分の考えをつくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B:助言し合って、よりよくしていく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C:アンケートの結果を生かす 
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D 入力内容を分析して生かす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 研究の成果 

(1)児童にかかわる成果 

クラウド型の協働学習環境で共有された多様な考えやアイデアを、児童が自ら選択して共感、

改善、創造、再構築を行う主体的な対話の姿が多く見られた。以下具体的な児童の姿を報告する。 
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(２)教師にかかわる成果 

・３年担任：授業形態を見直すきっかけに 

 クラウド型の協働学習環境との出会いで、我々教員の授業形態を改めて見直す必要があると

考えた。全員が座って黒板を見る授業方式では目立たなかった児童が輝けるというメリットは

大きい。今後は学習履歴を児童のポートフォリオや評価の面でも有効に使っていきたい。 

・４年担任：子供たちとともに学びの可能性を探っていきたい 

 協働学習のツールを児童に使わせるだけでなく、なぜ共有する必要があるのかを考え、活用方

法もその都度考えさせるようになった。評価では、予めルーブリックを示し、活動を通して得ら

れることを考えさせるようになった。今後も子供たちとともに学びの可能性を探っていきたい。 

・５年担任：能力・適正に応じた学習を意識するように 

 考えを表現することが難しかった児童が、多様な考えを共有する経験を積み重ねることで、単

なる真似ではない考えを自ら進んで表現できるようになってきた。また素早く活動を終わらせ

るような児童が、友達と考えを共有することにより、考えを見直すことができるようになってい

る。今後は、多様な能力・適性に対応した授業を目指していきたい。 

・６年担任：学習履歴のデータを読み取り活用する力を身に付けたい 

 教師が子供の考えを抽出してまとめていくのではなく、一人一人の多様な考えを活用して授

業が展開できるよさを学んだ。ICT 機器は教員の負担を増やすものではなく、児童の学びの質を

高め、一人一人を大切にするリスペクトの精神を育てるために有効だと感じた。今後は、学習履

歴のデータを読み取る力、それを授業に生かす力を身に付け、より良く活用していきたい。 

 

６．今後の課題・展望 

本年度は、導入された Chromebook（Gsuite）で、多様な考えが即時に共有されるクラウド型の協働学

習ツールを大いに活用した。そこでの効果的な教師のファシリテートの在り方を実証を通して提案した。   

これにより、教師が主導して子供の考えを抽出してまとめる学びから、一人一人が互いの多様な考え

やアイデアを活用しながら主体的に進める学びへと変容が見られた。次年度の研究では、クラウド型の

協働学習ツールの発達段階を踏まえた活用計画を、情報活用能力と育成とも関連付けながら作成する

ことや、 効果的で汎用性の高い指導案の在り方などについての実践研究を進めていきたい。 

 

７．おわりに 

今年度は、信州大学の東原義訓教授をはじめとする講師の先生方に、年間を通して、細やかに

ご指導いただきました。本研究助成をいただき、貴重な学びの機会を与えてくださったことに感

謝申し上げます。今後も未来を生きる子供たちのために、ICT の効果的な活用方法を追究し続け

ながら、教師のファシリテート力を高めていきたいと思います。 
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